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ゲミレル島遺跡（トルコ、リキア地方）と 
周辺のビザンティン銘文 
益 田 朋 幸  
 
筆者を含む複数大学のメンバーからなる「リキア地方ビザンティン遺跡調査
団」（団長 浅野和生、愛知教育大学）は、1991 年以来、トルコ南西部のリキ
ア地方を系統的に調査してきた(1)。1995 年からは、ゲミレル島の頂部に位置す
る「第三聖堂」の発掘に着手し、現在も作業は継続中である(2)。発掘と周辺調
査の過程で、6 世紀を中心とするギリシア語銘文も少なからず発見された。い
ずれも断片的で、歴史的に重要なものであるとは言えないが、定型の寄進銘文
や祈願銘文が多いという事実そのものが、巡礼地であったと考えられるゲミレ
ル島の性格をよく物語っていよう。本稿には 1995－2002年の発見をまとめて、
今後の分析の第一歩とする。 
 
Ⅰ．ゲミレル島 
 
Ⅰ-Ａ．第三聖堂 
目下発掘中の第三聖堂に関しては、モザイク奉納銘文がもっとも重要である。
「島の頂上の聖堂」が聖ニコラオスに捧げられたものであることは、15 世紀の
航海案内記と、「アヤ・ニコラ」なる島の通称によって推測されていたが、銘文
は間接的ながらもそのことを明らかにした。 
 
◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-103）[1995 年] 
発掘に先立つ整地作業によって発見された 3 点（GIII-103,106,109）のうち
の一つ。続く GIII-106 と同一の個体ではないが、パレオグラフィーは近い。 
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◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-106）[1995 年] 
GIII-103 と近いパレオグラフィーの建築部材。下部に葉文様の浮彫装飾がつ
いているので、パネル状の建築部材の上端部であったことがわかる。 
◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-658/ 659, 648, 683）[1997 年] 
南側廊から発掘された石灰岩の建築部材上端。裏面は磨かれて平らになって
いる。4 点がこの番号順に接合した。 
 
◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-834, 816）[1999年] 
GIII-658/ 659, 648, 683 等と同様の、石灰岩建築部材上端を走る銘文の一部。 
 
･･･%OUKOURAK･･･ 
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◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-2100）[2002 年] 
上掲 4 銘文と同様の、葉文様を浮彫にした石灰岩パネル上部の銘。あらかじ
め罫線を引いた上で、深い彫りの文字を刻み、刻線の角を整えているプロの文
字である。これらの石灰岩パネルがいかなる機能を有していたか今のところ不
明であるが、身廊と側廊を分かつスタイロベイトの、角柱間を埋める障柵であ
った可能性が強い。大型のバシリカでは身廊と側廊のレベルが等しく、円柱間
を通って行き来が可能である場合が多いが、第三聖堂では、南北側廊のレベル
は身廊と等しくない。かつ岩盤を掘り残したスタイロベイトは、床面から 50
センチほどの高さで、その上に石のブロックを積み上げた角柱が並んでいた。
地形の制約から、聖堂入口は北壁に設けられ、巡礼者は北側廊を右折して西進
し、いったんアトリウムに出てから西正面の扉口を通って身廊に導かれたもの
と考えられる。石灰岩パネルの銘は、聖堂建立の事情等を刻んだ貴重なもので
あっただろうが、残念なことにいずれも断片に過ぎず、意味のある文を読みと 
◎第三聖堂石灰岩銘文帯（GIII-109）[1995 年] 
細い銘文帯で、途中で屈曲している。ゲミレル島では稀な、クラシックな書
体の銘文で、前稿に発表した大理石銘文断片(3)と近い。 
 
･･･OU%A%K(aÜ)IH%･･･ 
 
 
◎第三聖堂大理石祭壇トラペザ銘（GIII-342A, B）[1996 年] 
第三聖堂の大理石祭壇トラペザがほとんど完形で発見されたのは、重要であ
る(4)。銘というより、工房のマークのようなものかも知れない。Bは上下が不 
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◎第三聖堂フレスコ銘断片 [1996 年] 
発掘区 N2‐3 で発見されたフレスコによる銘文の断片。淡い青地にえんじ色
で文字が記されている。 
 
% ／ IV 
 
◎第三聖堂大理石銘文断片（GIII-679）[1997 年] 
大理石建築部材奉納銘文の開始。身廊南部分から発掘された。左端は平らに
磨かれている。 
 
◎第三聖堂石灰岩建築部材グラフィト（GIII-601）[1997 年] 
石灰岩の磨かれた建築部材表面に、尖筆で刻まれたグラフィト。 
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◎第三聖堂大理石テンプロン手すり奉納銘（GIII-878, 880）[1999年] 
第三聖堂では、テンプロンがほぼ復元された。腰板上部に載せられる大理石
の手すりに、奉納銘文が刻まれている。書体はクラシックなものであるが、手
すり制作と同時に刻まれたものではなく、既製品に後から銘を刻んだものと思
われる。鑿がやや雑で、文字の端の線が一部くずれている。ヴィクトールとと
もに挙げられている人物の名がEéで始まっていることが興味深い(5)。 
 
・PEREUXH%BIKTORO%KAIEU･･･ 
[+  U ] p¢r eéx°w Biktñrow kaÜ Eé･･･ 
ヴィクトールとエウ…の祈りのために 
 
◎第三聖堂出土陶器銘（GIII-2184）[2002 年] 
テラコッタ（原形不明）の断片に、丁寧な訓練された文字が刻まれている。 
 
◎第三聖堂身廊床モザイク奉納銘 [2000 年] 
2000 年度の発掘において、身廊の東西トレンチから奉納銘の一部分が発見さ
れた。トレンチを南北に拡張して銘文全体を発掘した結果、全文が破損なく出
土した。身廊の B区画と C区画の境界に、タブラ・アンサータ形式によるモザ
イク奉献銘文 3 行が記される。 
 
MAKEDVNXRU%OXOO%UPER%VTHRIA%EAUTOUKE 
TH%%UNBIOUAUTOUNONNIH%KAITOUAUTVNPEDI 
OUNIKOLAOUTONOIKOBA%ILIKONECHFV%EN 
 
MakedÆn xrusoxñow êp¢r svthrÛaw eaétoè k¢ t°w sunbÛou  
aétoè NonnÛhw kaÜ toè aétÇn pedÛou Nikolou tòn oikò(n)  
basilikòn ¤c®fvsen. 
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マケドニア人の金細工師が、彼自身と、彼の妻ノニアと、彼らの子どもニコ
ラオスの（魂の）救済のために、この聖堂を床モザイクで飾った。 
 
 
この銘文については、独立した稿を準備すべく比較例を蒐集中であるが、現
時点で考えられる問題点を列挙する(6)。 
1）「マケドニア人」は具体的に何を意味するか。本人の世代にリキアに移住
したか、数世代前か。あるいは彼は依然マケドニア在住で、巡礼旅行の途上に
寄進を行った可能性も排除しない。しかし新しい史料が発見されない限り、こ
の点に解答が与えられることはないだろう。 
2）「金細工師」の実態、すなわち職人としての地位や経済的な問題。大規模
な寄進を行なう財力があったことは確実だから、単なる一職人ではなく、大工
房の経営者だったかも知れない。以上の 2 点は、類例の蒐集によって、社会学
的な拡がりをもつ考察ともなり得る。 
3）「マケドニア人の金細工師」という匿名銘の問題。妻ノニア、息子ニコラ
オスと固有名詞を挙げているのに、本人はあえて匿名とする。この匿名銘の典
型は Up¢r eéx°w kaÜ svthrÛaw oïto önoma õ yeñw ginÅski （神その名を知
る者の祈りと [魂の] 救いのために）であり、4 世紀から 7 世紀にかけての地中
海世界に、ギリシア語、ラテン語（Cuius nomen Deus scit）を問わず広く見
受けられるものである(7)。元来「神その名を知る」は、「天国における第二の名
は神が知っている」の意であったが、やがて、名乗らなくとも神は自分の名を
知っていてくださる、というキリスト教的謙譲へと変化した。「神その名を知る
者」とせずに「マケドニア人の金細工師」とする、出身と職業のみの匿名銘は
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珍しいが、謙譲的匿名銘であることが明らかである(8)。 
4）ノニアNonnÛaという女性名の分布。ノニアという名はそれほど多くない
が、小アジアにいくつかの銘文が見られる。とくに以下の銘文では、ノニアと
いう名がマケドニア人という語とともに用いられている点が注目される。 
DE%LON  tñde s°ma tæmb[v 
¤pip°je m¡giston ußòw rh- 
t°row M[a]k[e]dñniow Diom®- 
douw mn®mhn ¤°w lñxou 
NonnÛhw pinut°w per ¤- 
oæshw ´ xrin k¢ kèdow(9) 
ノニアなる名が特定の地域と結びつくものか、今後の課題である。 
5）「子どもニコラオス」は聖堂が聖ニコラオスに献堂されていることの傍証
となる。これまで我々は 15 世紀の航海案内誌 Portolanに基づき、また島その
ものが「聖ニコラオス島」と現地で通称されていることから、ゲミレル島第三
聖堂を聖ニコラオスに献堂されたものと考えてきたが、史料はビザンティン時
代に遡るものではなかった(10)。銘文によってタイトル聖人が決定されたわけで
はないが、「子どもニコラオス」との文言は、第三聖堂が「聖ニコラオス聖堂」
であったことの傍証となる。「マケドニア人の金細工師」は、一人息子ニコラオ
スの無事の成長を願って、モザイク施工の費用を寄進した。 
6）「聖堂」をbasilikñw oÞkñwと呼ぶことの特異性。聖堂は奉献銘においてさ
まざまに呼ばれ得る(11)が、basilikñw oÞkñwとの例は寡聞にして知らない。継続
して検討したい。 
 
Ⅰ-Ｂ．第三聖堂以外 
いずれも発掘と並行して行われたサーヴェイによって発見されたものである。 
◎墳墓 A210（ゲミレル島第二聖堂東）墓碑銘 [2001 年] 
ヴォールト式墳墓の土台モルタルに尖筆で刻んだ墓碑銘。残念ながら固有名
詞は読みとれない。しかし日本隊の調査で発見された、今日まで島唯一の墓碑
銘である。ゲミレル島には様々な建築様式による墳墓が多数現存するが、墓碑
銘はこれまで発見されなかった。壁体の表面に塗られたモルタルに銘が記され
たために破壊されたものと想像したが、この墓碑銘の発見によって傍証が得ら
れたことになる。1 行目は墓碑銘の定型句「ここに眠る」。2 行目はとくに読み
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にくいが、行頭をtoi と読むか、tvと読むか。後者であるなら、中央に大きく
十字架があり、横腕からV（左）とA（右）の釣り装飾が下がっているとも考
えられる。 
 
◎第二聖堂パストフォリオンのグラフィティ [2001 年] 
第二聖堂のアプシス左（北）から、アプシスを回り込むように岩盤を掘った
トンネル状のパストフォリオン（脇祭室）漆喰壁面に、多くのグラフィティが
発見され、調査がなされたのは 2001 年であった。多数の船、孔雀、人物像に
加えて、「受胎告知」とも見える情景も尖筆で描かれている。これが聖堂と同じ
く 6 世紀のものであるなら、ビザンティン図像学に新たな資料をもたらす発見
となる。中に 1 箇所、ギリシア語の銘文が見られ、f、k、h、n、m、vなどの
ギリシア文字が判読される。残念ながらパレオグラフィーによって年代を判定
するにいたらないが、かなり教養を感じさせる流麗な手である。 
 
 
Ⅱ．カヤ村 
 
ゲミレル島の本土側に位置するカヤ村は、かつてギリシア系住民の住むレヴ
ィシであり、6 世紀には島に食物等を供給する拠点となったと考えられる。調
査団によって初めて帝政ローマ時代の碑文が発見され、カルミレッソスと呼ば
れていた古典古代の活動の痕跡が示された。 
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◎聖堂奉献銘 [1995 年] 
前稿では、ゲミレル島近くのカヤ村の銘文を可能な限り収録した(12)。古代の
カルミレッソスがビザンティン時代にレヴィシとなり、住民交換によって廃村
カヤとなる歴史は興味深いものである(13)。前稿以後に記録された聖堂奉献銘を
1 点追加する。セルギオス・パスカリディスについては不明。 
 
SERGIOSPASXALIDHS 
KTITΩR.    1859 ETEI 
 
◎ドロマイト岩銘文断片 [1997 年] 
カヤ村を走る主要な道筋には、共用の井戸が多数つくられている。井戸の土
台部にビザンティン時代の柱頭や建築部材が装飾として埋め込まれていて、
我々の調査にとっては重要な材料を提供してくれる。おそらくこの断片は、カ
ヤにおける唯一の帝政ローマ碑文である。 
 
・MTAUG･･･ 
B・O%XOUK･･･ 
AVTEKTO･･･ 
VNKTVN･･･ 
NOUMEN･･･ 
 
◎「幼児伝の聖堂」附属墳墓墓碑銘 [1999 年] 
カヤ村に残る全聖堂のサーヴェイから発見された銘文。日本チームがこれま
で発見した銘文中、唯一年記のあるものである。「幼児伝の聖堂」については、
フレスコを中心に既に報告を行っているので、参照されたい(14)。墓碑銘は縦 36
センチ、横 50 センチ前後の長方形枠に収められ、枠下端はジグザグの線によ
って装飾されている。全 5 行のアンシャル体。 
 
Ekoim®yh õ doælow 
toè y[eò]w(sic) BasÛleiow・ 
¦touw    TQLY [Þ]n[diktiÇnow] Y・ mhnÜ 
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世界暦 Annus Mundi 6939 年は西暦 1431 年で、Paschal Cycleは 23、復活
祭は 4 月 1 日である(15)。従って聖金曜日はこの年、銘文に言う通り 3 月 30日
であった。インディクティオも第 9 で、銘文と一致する。キリストと同じ日に
歿したバシリオスの遺族は、あえてそのことを墓碑銘に記したものである。当
時すでにこの地はオスマン・トルコ帝国の支配下にあった。首都の滅亡はなお
二十余年先のことである。 
銘文の書体は不慣れな素人によるものでなく、教養ある人物が記したことを
想像させる。全体は大文字体であるが、連字の用い方、時に混じる小文字の筆
法はむしろ写本の字体 minusculeを思わせる。冒頭の E下に附加された装飾モ
ティーフも、写本のイニシャルに起源をもつものであろう。 
 
Ⅲ．その他 
 
◎ショヴァリエ島ドロマイト岩建築部材断片 [2001 年] 
壺状になったフェティエ湾の、口の部分に位置するショヴァリエ島が、戦略
上重要な役割を果たしたことは想像に難くない。島には系統だった調査の手が
入っていないが、帝政ローマから初期ビザンティンにかけての重要な遺構が無
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数にある。島東側の頂上に位置する民家の庭に放置されている、建築部材の銘
文を採録する。議会² boul®との語があるが、残念ながら地名部分は欠損して
いる。 
 
 
◎フェティエ博物館大理石浮彫エピスティリオン銘文 [1995 年] 
日本隊と共同作業をしているフェティエ博物館の収蔵庫には、近隣から運び
込まれた多くの遺物が未整理のまま（多くは出自不明で）保管されている。ほ
とんどが古典古代のものであるが、ビザンティン銘文 2 点を採録する。聖堂テ
ンプロンを構成していたリンテル（エピスティリオン）の上部に刻まれた奉納
銘である。 
 
･･･AXONKENIKITANAMARTOLONAMI[N]. 
･･･axon k¢ NÛkitan martñlon, mÛn. 
罪深き? コスとニキタスの（ために）、アーメン。 
◎フェティエ博物館石灰岩附柱柱頭奉納銘 [1995 年] 
同じくフェティエ博物館収蔵庫のビザンティン銘文。石灰岩製の附柱柱頭に、
比較的整った字体で刻まれた奉納銘文である。筆者はかつてゲミレル島第二聖
堂北入口の奉納銘に見られるEétux…なる人物が、シオン宝物を寄進したリキ
アの主教エウティキアノスEétuxianñwではないかとの仮説を述べた(16)。この銘
文の発見によって、筆者の仮説がくずれるものではないが、同時代の近隣地方
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に、寄進を行うことのできる財力をもったEétæxhwなる人物が存在したことは
事実である。 
 
◎エリュデニズ海岸ベルジェクズ村聖堂床モザイク奉納銘 [2002 年] 
2002 年春のシーズンに、フェティエ博物館はエリュデニズ海岸ベルジェクズ
Belcekiz 村の聖堂を発掘した。身廊床面はモザイクのテッセラが浮いている状
態であったが、ナルテクスから身廊に入る扉口の床モザイクに奉納銘が記され
ている。2002年 9 月の時点では左半分のみ出土しており、右半分の上には石の
ステップが置かれて露出していない。この聖堂はあちこちにローマ時代の建造
物のスポリアを用いており、かつてシンボラと呼ばれたエリュデニズ一帯の繁
栄を物語る。聖堂建立の年代は 5 世紀に遡る可能性がある。ここにもエウティ
キオスなる人名が現れた。エウティキス、エウティキオス、エウティキアノス
の問題は、今後の発掘の成果を待ちたい。 
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注 
(1) 第一次報告書は以下である。目下第二次報告書に向けて準備を進めている。The 
Survey of Early Byzantine Sites in Ölüdeniz Area (Lycia, Turkey). The First 
Preliminary Report, ed. by Sh.Tsuji.『大阪大学文学部紀要』35 (1995). 
(2) 第一次報告書以降の成果については、以下参照。リキア地方ビザンティン遺跡調査団
『聖ニコラオスの島―ゲミレル島（トルコ地中海岸）の発掘調査』、全 12頁、1998 年；
『東地中海の港湾都市遺跡の総合的研究』（平成 11-13年度科学研究費補助金 基盤研究
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